
↑公開するサツマウツノミヤリュウの化石

↑化石を川添町長に手渡す宇都宮さん（写真右）

　

平
成
16
年
に
獅
子
島
幣
串
の
海
岸

で
発
掘
さ
れ
た
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の

化
石
が
10
月
18
日
、
発
見
者
の
宇
都

宮
聡
さ
ん（
大
阪
府
東
大
阪
市
在
住
）

か
ら
本
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
は
海
に
生
息
し

て
い
た
大
型
は
ち
ゅ
う
類
で
エ
ラ
ス

モ
サ
ウ
ル
ス
科
に
属
し
、
約
１
億
年

前
の
地
層
で
発
見
。「
薩
摩
」
と
宇

都
宮
さ
ん
の
名
前
を
と
っ
て
「
サ
ツ

マ
ウ
ツ
ノ
ミ
ヤ
リ
ュ
ウ
」
と
名
付
け

ら
れ
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
さ
れ
た
の
は
頭
や
首
を
中
心

と
す
る
体
の
前
方
部
分
で
、
今
回
寄

贈
さ
れ
た
の
は
下
あ
ご
部
分
を
含
む

約
10
点
で
す
。

　

同
日
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で
、
宇
都

宮
さ
ん
は
「
発
見
さ
れ
た
場
所
に
標

本
が
あ
る
の
が
一
番
理
想
と
考
え
、

長
島
町
に
寄
贈
を
決
め
た
。
鹿
児
島

の
宝
と
し
て
、
教
育
や
研
究
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
川

添
町
長
は
「
化
石
が
発
掘
さ
れ
る
町

と
し
て
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▼
サ
ツ
マ
ウ
ツ
ノ
ミ
ヤ
リ
ュ
ウ

　

東
ア
ジ
ア
で
発
見
さ
れ
て
い
る
ク

ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
・
エ
ラ
ス
モ
サ
ウ
ル

ス
科
の
化
石
の
中
で
最
古
の
も
の
。

全
長
は
５
～
６
㍍
で
、
そ
の
３
分
の

２
が
首
の
部
分
を
占
め
る
。

　
「
情
報
の
か
た
ま
り
」
と
い
え
る

頭
部
が
残
っ
て
い
る
の
も
貴
重
で
、

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
地
域
・
時
代
的

な
空
白
地
帯
を
埋
め
る
重
要
な
標
本

で
、
注
目
す
る
世
界
中
の
研
究
者
が

鹿
児
島
に
や
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

　

皆
さ
ん
に
全
容
を
知
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
、
ぜ
ひ
本
物
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
歴
史

で
重
要
な
も
の
が
、
地
元
か
ら
出
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し

て
ほ
し
い
。

▼
獅
子
島
と
化
石

　

陸
と
海
、
両
方
の
地
層
が
残
っ
て

い
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
場
所
。
全

身
骨
格
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

り
、
化
石
発
掘
の
潜
在
力
が
あ
る
島

と
い
え
る
。

化
石
を
町
に
寄
贈
「
鹿
児
島
の
宝
に
」

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
サ
ツ
マ
ウ
ツ
ノ
ミ
ヤ
リ
ュ
ウ
の
化

石
を
展
示
・
公
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
役
場
鷹
巣
庁
舎
ロ
ビ
ー

　

11
月
11
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

○
役
場
指
江
庁
舎
ロ
ビ
ー

　

12
月
２
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

○
歴
史
民
俗
資
料
館

　

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
３
月
前

半
を
予
定

※
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
は
県
立

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
予
定
で
す
。

化
石
を
見
に
行
こ
う

宇
都
宮
さ
ん
コ
メ
ン
ト

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
が
ふ
る
さ
と
に
帰
る

8


